
 

 
 

  

 



 

「個性」とは何を指すのだろう。 
昨今、個性を育む教育や環境に注目が集

まっている。しかし、それでもまだ、世間

の「当たり前」によって息苦しさを覚える

人はいる。 
　私たちは、誰もが個性を存分に発揮でき

る社会を目指している。 
　 
1.問題 
　私たちが取り上げるテーマについて考え

た時、LGBTの問題という意見が挙がっ

た。 
　近年、LGBTという言葉が普及し、学校

や企業等で対応が行われるようになってい

るが、これらの対応は「特別扱い」であ

り、根本的な解決策とは言えない。 
　このことから私たちはLGBTを含む個性

を「当たり前」とし、それらが尊重される

社会を作りたいと考え、個性を表現する方

法の1つである服装、さらに私たち高校生

にとって身近である制服に着目した。 
　男女関係なくスカート・スラックスを選

択できる制度は徐々にではあるが普及して

いる。それに対して、リボンやネクタイに

対しての対応は、あまりなされていないの

ではないか。そこで、社会を改善するため

にまずは小さなことからと考え、ネクタイ

としてもリボンとしても使用可能で身近な

ユニバーサルデザインのリボンタイを作ろ

うと考えた。 
 
 
2.活動報告 
①ヒアリング調査 
　2018年12月11日、菅公学生服の紹介

で、トランスジェンダーの西原さつきさん

からお話を伺った。ご自身の体験及びユニ

バーサルの制服デザインを中心に質問を

し、約2時間のお話を通して以下のような

回答をいただいた。 
1）学校で指定されていた学ランを着用し

なければならないことが精神的負担

だった。 
2）男らしさを求められること、男性であ

ること自体が負担だった。 

3）LGBTという言葉は普及してきている

が、特別扱いされてしまう。 
4）幅広いセクシュアリティの人が自由に

選択できる制服が必要。 
5）全ての個性が当たり前のものとして受

け入れられる社会になればいい。 
 

以上のように、誰でも気軽に買えるユニ

バーサルデザインの制服・アイテムのニー

ズがあるということが確認できた。また、

西原さんはこうありたいと思う姿で生きる

ことができることを「本来の姿に戻った」

「呪いが解けた」と表現された。このこと

からも、少しの変化でも大きな助けとなる

可能性が高いことが分かった。 
 
②ユニバーサルデザインの 

リボンタイの商品開発 
　私たちは学生服メーカーの菅公学生服株

式会社(以下菅公学生服)のご協力をいただ

いて、ユニバーサルデザインのリボンタイ

の共同開発に取り組んだ。2019年1月7日に

菅公学生服のショールームを訪問した。そ

の際、事前にリボンタイの原案を3つ作成

し、菅公学生服・株式会社たまきに試作品

の作成をお願いした（下記写真参照）。 
2019年2月8日、改めて本校にて試作品の

商品について意見を伺った。この際、菅公

学生服に私たちが持ち込んだ原案の改善案

3つに加え、新規案を1つ提案していただい

た（下記(C)）。それを私達は「Universal 
design × Tie」を略して、「UNITIE」と名

付けた。 

　 　  
(A)　　　  (B)　　　　 (C) 
　製品化の手順に関する課題や、長さ・太

さの調節などデザインに関する課題が挙げ

られた。今後これらの改善点を解決して、

商品開発および商品化をめざしたい。 
 
③アンケート調査 

 



 

　2019年2月13日、本校の高等部1年生154
人にLGBT及び試作品のリボンタイに関す

るアンケートを行った。その結果は以下の

通りである。 
 
1)男性がスカートを履くこと、あるいは女

性がズボンを履くことに違和感や抵抗感が

ありますか。 

2)中学校や高等学校で男女の区別がある制

服は必要だと思いますか。 

3)もし、ネクタイ・リボンどちらとしても

使うことの出来るリボンタイがあったら買

いたいと思いますか。 

4)「個性を活かせる社会」、といったとき

に、どのようなことが大切になるか、　自

由に挙げてください。 
・固定観念をなくすこと 
・全員が自分の意見を堂々と言えること 
・同じが正しいという概念を捨てること 
 
［考察］ 

質問1)から、個性の多様さが知識とし

ては普及しているが、大多数の人にとっ

て普通であると捉えられていないものも

あり、状況の改善が必要である事が分か

る。また、質問2)、3)から実際に現在制服

を着用している学生からの視点から見て

も、私たちの「UNITIE」には需要がある

と考えられる。 
最後に自由記述で回答を募った質問4)

から、固定観念をなくし、個性を表現す

ることが当然となることが求められてい

ることが分かった。 
 
3.今後の展望 
　私たちは今後の活動の発展に向けて次

の3つについて取り組んでいきたい。 
 

1 制服メーカーとの共同開発 
2 各校独自のデザインでの販売 
3 全国への普及 

 
①今回私たちは大手学生服メーカーであ

る菅公学生服に協力していただき、商品

開発を行った。今後、見つかった課題を

改善し、デザインや用途の幅を広げてい

きたい。 
②各校の既存の制服にも適応できるよ

う、生地や校章など、その学校独自の方

針を取り込んだデザインも実現できるよ

うにしていきたい。 
③今回は商品開発のみ行ったが、今後は

この活動を全国に広めることを通して、

各校間のネットワークなど、個性につい

て考えるきっかけにしたい。 
 
　以上3点を主な軸とし、人格が形成され

る教育現場で個性が抑圧されるという矛

盾を解消していく手助けとなるプロジェ

クトにしていきたい。 
 
 
4.このプロジェクトの社会的意義 
 

［SDGs］ 
4 幼い頃からの教育を 

幅広い選択肢が用意され

た制服を学生のうちから身

に着けることによって、将

来社会に出たときに一人ひとりが個性を活

かせるということが当たり前になるだろ

う。 

 



 

 
5 性別にとらわれない 

制服を例にとると、男性だからネクタ

イ、女性だからリボンではなく、このプロ

ジェクトを通して一人ひとりが性別にとら

われずに好きなタイをしたり、スカートや

ズボンを履いたりできると考えた。男性ら

しさ、女性らしさの区切りをなくすことが

できるだろう。 
 
⑩　個性を活かせる社会に 

男子は学ランやネクタ

イ、女子はセーラー服やリ

ボンなどの性別で制服を決

められてしまう場合などの

規制が多い。このプロジェクトを通して制

服という決められた枠のなかでも個性が活

かせるようになると考えられる。 
 

[デザイン面・経済面] 
デザインに関しては、一つのものからリ

ボンとしてもネクタイとしても使用できる

ことから、精神的な統一感が得られる。 
一方経済的な面から見ると、一般的に市販

のリボンは1,500円、ネクタイは2,000円程

度である。どちらも購入する場合約3500円
となるのに対し、「UNITIE」は2,000〜
2,300円で購入が可能である。この価格

は、販売店を流通した場合の販売価格を菅

公学生服から提示していただいたものであ

る。 
2つ購入する場合に比べ1,200〜1,500円の

差額となり、メリットとなる。 
5.最後に 
　私たちの「UNITIE」は個性を表現するこ

とを「当たり前」にします。「UNITIE」を

身につけた学生たちの「こう生きなければ

ならない」という“呪い”が解かれたとした

のなら、一人ひとりの可能性も、社会全体

の可能性も広がるだろう。 
 

―「特別」を「当たり前」に。 
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